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後頭部における筋の緊張に対する雀啄刺激の有効性について
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要旨後宮1部の筋の緊;Jt>ä緩和に対する抱啄刺激の釘効性について検討した

緊強群として触診により緊強が認められた23名 対照併として#日程蝦Ilf 5 名において ac upuncture

r印meter を月]\、後矧部における刺誠ほ抗値を比較した 雀啄刺激を行っ た結果!緊張ll'I'は有，i7tに刺鍛

ほ抗値目減少を認めたが， 非緊張1拝は軽度目低下を示したにとどまった こ のことは雀啄中市敢によ勺て

筋の緊張が緩和することを示唆するものである

Eff ect of the “Sparrowpecking" needle technique for the neck stiffness. 

WATANABE Ippei , YANO Tadashi, YAMADA Nobuyuki , 

OYAMA Yoshiki. SASAKI Kazuro. and 恥'IORI Kazu 

Department 01 Or問tα L Medicine , A1eiji CoL1ege 0/ Oriental Med山田

Summary: Thc effcct�cness of lhe "Sparrowpccking" needle technique(S-NT) for sliffncss 
of muscular lissuc was studied in the ncck 

Subjecls wcre 28 adull voluntcers (20.45ycars old). They werc clas日 fj ed inlo 2 groups 

久 s l iffness group consisled of 23 subjects ¥vith sliffness in muscular tissues of the ncck 

and a non-stiffness group consisied of 5 subjccts with 00 5uch symploms. Stiffness in 

the neck ¥'ias judged by 3 sl口 l lfu l acupunctur罇ts performing palpation 

As an index of sliffness thc clasticit}' of muscular tissue ¥....85 measured with an acuｭ

puncture reometct 

Afler lrcalmcnl with S吟NT ， the stiffness group showed a decrease in claSLicity values 

while valucs in thc non-stiffness group were alrnost unchanged 

These r同ult s suggcst that s-I'.n' effectivcly on rclaxcs sliff muscular tissues 

Key Words: Acupuncture reometer. 雀啄~;リ激 Sparrowpecking" ncedlc tcchnique. 

筋緊帰 Stiffness of mU5cular tissue 
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I 緒語

録灸治ßiにおける手技のうち. ml~術はìwの3~

jZ緊張を緩和させる目的で臨床上頻用され，その

有効位は刻l られている II しかし， これまで客観

的に検索された報告はされていない

定法置 (acupuncture reometer 、以下 ARM と

略す)による車IJ鍬抵抗値を指標としておこな っ た

そこで筆者らは， i:ti啄術の筋の :i詰張緩和に及ほ

す効果を客観的に明らかにする目的で.後!lü1部の

筋に雀啄術を応用した 効果の判定は刺銭抵抗iJliJ

H 方法

1)実験対象実験対象は本学健康成人男子ボ

ラ ンティ 7 28名 (20歳--45蔵， 平均年齢25歳) で，

里íilfJ:の li'l症状がなく『後g!Ji官官に緊張及び凝り感の

ある者23名 (緊張群とする ) と緊張及び凝り感の
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ない者 5 名(非緊慌群とする ) とした 緊張併の

後頭部緊張の確認には 5 年以上の臨床経験をも

っ銭灸師 3 名があたり。触1$ (指Qj'j感覚)により

3 人が 致して緊張ありと判定した者を緊張llFと

した.

2 ) 測定方法緊張1'1 の計 iJliI は被験者をベ γ ド

で伏|臥!立にさせ，後到.t\Hが安定かっリラ y クスで

i長組調ザ百1\

~L 
、・v

到Jひ d み洲'..t'器

Fig ー Acupuncture reometer ( ARM ) の全体像

きる体位を保ち. ARM (F ig一 1 ) を IIJいて行っ

fニ

刺鍛深l立は験者が鎖を刺入していき車11銭抵抗感

が最も強く感じられる深さとした なお非緊強群

はI加mの深さに統ーした. 緊張J'fの刺入深度は計

測の結果 10皿-23mmの範聞となり.これはX線 C

T像から iff帽筋もしくは頭版状百万の深さであるこ

とが確認された (F ig- 2). 

雀啄刺激はARMの鉱駆動装組(島手I!lmド|探械

社製)をJIJい，頻度 1 Hz. 娠嗣 4 皿でおこなっ

た.雀啄l時の車11銭抵抗値の計測はARMで 5 分間

連続的におこなった.測定に使用した鍛は 1 6号40

皿銭(東洋医療社製〕である。

3 ) 統計処理に l<lstudent-t 検定を用いた

Fig-2 計測部位のX線C T像

ヒ 卜 の後頭古1\. 第五矧 惟の尚さの X線 CT像であ る

写真右側の太い矢印11 11が銭刺入部位であり. ü1'I ;l' H !;の
u尖の位置は (~I帆j筋もし く はUlí板状筋となる

(g I Mean 士 SD

非緊張群 緊猿群

Fig-3 緊張群と非緊張群白刺鑓抵抗値目比較

緊t長官?と非緊幅鮮の刺鎖|正抗値を比較したものである
検者が指頭感覚で判別した緊JmllFと非緊張併の違いが
AR'v1による車'1錨Uf抗値のjQいとして明確に検出された
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1~干に有意なぷがみとめられた( P<002). 特に

後啄刺激開始より 120秒を経過した時点より.附

ィ雪の差!五!が大きくな り ， 1 検定による両者の有意

差も， ここを境としてj"ï;l立にあらわれた しかし

緊張群23例の車1I銭抵抗変化率には徒啄刺激開始後

約30砂で最小刺録紙抗値にまで達 し， その後ほぼ

プラトーとなるもの，刺激後半よりようやく刺鉱

低抗値が低下しはじめるものなど， 様々な個体差

パターンが観察された

また緊張1咋23例中 5 伊lは刺鍛抵抗値が10%程度

の低下しか示さなかった 一方，非緊張群におい

て約 5%程度，料鍛III抗値が減少する傾向がみら

れた (Fig- 5). 

3 ) 刺鍛抵抗初期値とほ抗最大変化量

車1I銭抵抗初期値と事1I鎖抵抗最大変化訟の相関関

係を検討すると，制限l係数が r =0.5145と両者の

1mに P く0 .05で有意な負の相関関係が認められ，

初期の刺銭抵抗値が高いもの(筋が緊張している

もの)ほど1 その変化率も大きくなる傾向を示し

た (Fig- 6 ). 
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町 結 果

1)緊張群と非緊張群の刺鍛抵抗値

緊リ長1昨 (23例)の刺鍛抵抗初期 ji自は 19. 3 :t 5.Sg

(平均士際準偏差)であり ~I 緊版群( 5 j，11)は 1 1. 6

:t4.5 g であった 両者間の刺鍛抵抗初lUI他には、

行意な先( P <0.01) が認められ，緊長111 は明 ら

かに中1I鎖抵抗初JUHiI'iが高いことが確認できた な

お，この結果は指頭感犯の弁別能力を裏づけるも

のでもあった ( Fig- 3 ) また刺入深度と山l鍛抵
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W 考察

ARMによる刺鎖抵抗値を指標に， 人の後頭部

における筋の緊張世の緩和に対する雀啄刺激の有

効性ついて検討した

まず，本実験によって対象とした緊張群と非緊

張群のグループわけであるが，車1I鍛抵抗初期値に

おいても両者間には有意な差が認められ両群の妥

当性が確認できたと!司時に検者の指頭感覚の弁別

能力を裏付ける結果を得た しかし佐々木等のオ

イルゼリーを用いた実験では， 錨の刺入傑度と申1I

鍛抵抗値は相関することが明らかにされている2)

今回の実験では刺入深度は1O-23mmと一定ではな

く刺入深度が刺銭抵抗値に);~響するものと考えら

れたが，市1I入深度と刺鍬抵抗初期値は必ずしも相

|甚l性を示さなかった このことはヒトの筋組織の

硬度は被験者によって不均一であり， iJ; 11入深度と

刺録抵抗初期値の関係は， 必ずしも相関するとは

言えないことを示している したがって鍛の刺入

深度によって抵抗変化率が異なるといった問題は

。

� 
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Fig-4 錨の刺入深度と刺鍛抵抗初期値との相関

縦軸は A R \l1 による刺銭|正抗{直を示 L，憤軸は鯨の刺
人深l立を示す 図中の各印は緊強肝 (・ [11)と非緊嘱
目下 (0印)を示す 人体の筋制l織は不I均一であり ， し

たがって践の刺入深度と刺鎖ll，抗初期l値の聞には相関
刊は認められはか勺た

抗初101値の相関自を検討すると 。 相関係数が r =

0.152と両者の悶に有意な相山花七はなかった (Fig-

4 ). 

2 ) 雀啄術による刺銭|底抗値の変化

緊張群と非緊張群の 2 滑による刺紙抵抗値の経

時的変化の平均と標準偏差値を ARMの抵抗値変

化率により比較してみると 。 時間経過とともに 2
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Fig-5 雀啄刺激による刺鍍抵抗値の経時的変化

図中白各印は日正張昨 ( -・一印)と )1' :語似昨 ( -O- Ej l ) を示 し I 各々 の刺銭IJ\抗 (p'(の続
時的変化を示す 車倣後 1 20抄を境として III~占に千î.b!な正が現れ 時1 111経過 とともにそ の
差は市]G((となり。緊'JLミ併における町1i制l織の緊張が緩解する こ とがわかる なお。非緊ijWlr.
の若干の刺鈍l正抗の低下は筋組織と以との川の滑りが']:じ た ためと考え られる

120 150 180 210240 270 300 90 60 30 CONT. 

除外できると与えられる そ こで雀啄刺激の筋緊

般に対する刻~;j!を検討したと こ ろ検省が緊張1:1と

判定したI伴に対しては i笠啄刺激が有効であり ，

しかもその刺鉱抵抗初期値が向い l:r (似jの緊必性

が高い) ほと'iJi啄術による料紙抵抗の減少効果も

大きか っ た すなわち緊張が緩和する軒も高い と

いう結架をj~ lた . 一方. ~I 緊張I咋においては.約

5%程度の刺鍛抵抗値の低下がみられた この結

架は筏l啄棟作により筋組織と鎖とのrmに滑り が生

じたためと考えられる な おι オイルゼ リーを用

いたモデル実験に於いて も 3%科11.立のほ抗値の減

少が報告されている司ー

また緊Î~1~f23(91)にお いても T 車1)鉱低抗値が 1 0%

程度の低下を示した例 もみられた この こ とにつ

いては街頭感覚によ っ て緊娠していると確認した

部位は， その川聞の筋組織の緊張度と判l対的比較
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Fi 自 6 刺録抵抗の最大変化量と初期値目相関

縦軸は車'1鍛低抗の妓大変化鼠， 備制は刺舷低抗初期(也
を示 L . 両者の相関関係を示す グラフは負の制1閲を
示し，車'1鈍低抗初期値が向いほど政大変化量も大き く
なることカ斗コかる

20 
刺織抵抗初期値

ro 
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によって決定したものであり， したがって計測部

f~i周囲の筋組織の緊張度が比較的弱い場合， A R 

Mで計I川した同日~ílliの車l附附初期値は低く，よ っ

て雀l啄による事IJ鉱抵抗変化率も小さかったと考え

ることができる. このことは刺鍛低抗位大変化率

と中11銭抵抗初期値が示す団内}直線の何iきからも I切

らかである

また今回の実験では， 後l啄刺激が市Jの紫斑に対

して有効であることを明らかにしたが，錨の上下

五li動の刺激が，なぜfiJjの緊磁を低下させるのかと

いった，れ問機l芋の両ヰ l明については検索していな

い.しかし筋緊強に γ系や交感神経系が関与する

ことからι γ系あるいは交感神経系への影響が考

えられる 5}.6) 今後はこれらの知見をふまえて雀

啄術の筋の緊張緩和に対する作用機I f. の解 Iり!と，

その他の車11鎖手技(たとえばifì銭)との比較検討

を行わなければならないと考える

まとめ

ARMによる刺鍛抵抗値を指標と し 1 ヒ卜 の後

空白瑞における筋の緊張の緩和に対して徒啄刺激が

有効か否かについて検討した結果句以下の事実が

申l らかとなった.

1 ) 筏啄によって後鎖部の筋の緊張が緩和 した

2) A R MをJ1H 、た中 IJ銭抵抗値が人の筋の緊強度

の測定に行効であることがわかった
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